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本学では、障害等のある学生の修学支援の一部を学生特別支援室（SSR：Student special 
Support Room）の学生スタッフが担っています。
支援には人手を必要とするものもあります。支援機器のメンテナンスやバリアフリー調査など支援
環境整備も欠かせません。学生スタッフの活動は、修学支援ニーズと連動しつつ実施されています。
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お仕事その1 修学上の支援

SSR学生スタッフの活動紹介

お仕事その２ 修学環境整備

障害等のある学生への修学支援には、サポーターを必要とする場合があります。
⇒ 修学上のニーズに合わせて、SSRの調整のもと学生スタッフが活躍しています

支援ニーズとの連動
修学上の支援

修学環境の整備
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障害等のある学生のニーズは、障害特性のみでなく支援環境によって生じる可能性があります。
余裕のある時に、支援の可能性に備えたり、バリアフリー状況の確認などが行えていると安心です。
⇒ SSRの指導のもと、学生スタッフが担当し、適宜成果を公表しています。

修学上の支援の例

授業の情報保障 音声認識、ノートテイク、動画文字起こし…

授業中サポート 情報保障、移動補助、コミュニケーション支援…

支援準備 機材の調整、機材設置、マニュアル作成…

修学環境整備の例

支援機器のメンテナンス パソコン、Roger、音声認識…

支援のシミュレーション 遠隔支援、機材の有効活用…

学内バリアフリー調査 教室内設備、点字ブロック、身障者用トイレ、スロープ…

関連資料の作成補助 ニューズレター作成補助、資料の点訳版作成…

障害のある学生の支援ニーズは学期
毎に異なります。ニーズの多寡に合わ
せて、学生スタッフのお仕事内容を調整
しています。



これまでの活動

授業の情報保証（ノートテイク、文字起こし、音声認識…）

学生特別支援室では、ノートテイクや文字起こしなどの情報保障も手掛けています。
⚫ 学生スタッフは支援に向けて、手書きでのノートテイクやパソコンでのテイク、2人で
の連携テイクなど、様々な場面に対応できるよう練習を行っています。

⚫ ニーズに応じて、講義室でのリアルタイムのサポートや、動画の文字起こし等を担当
します。

⚫ 最近では、音声認識システムを活用する機会も増えてきたので、機材のメンテナンス
や活用マニュアルの作成も並行しています。

学生スタッフは学生特別支援室（SSR）が設置された平成27年（2015年）から活動を始め、こ
れまでにさまざまなお仕事内容を行ってきました。
以下はその一部です。

支援準備
・関連マニュアル作成
・支援シミュレーション
・支援機器の整備
・支援シミュレーターの実施 …など

学内バリアフリー調査
・講義棟バリアフリー調査
・駐輪状況調査
・身障者用駐車場調査
・身障者トイレ調査
・点字ブロック調査
・スロープ …など

イベント補助
・研修会の開催補助
・オープンキャンパスのサポート …など

人的支援
・ノートテイク
・文字起こし
・ガイドヘルプ
・授業中支援機器の活用補助 …など

資料作成補助
・News Letter
・ポスター
・支援関連冊子 …など

活動内容の紹介
本年度の活動を含め、具体的な学生スタッフの活動をご紹介します。

学内点字ブロック調査

点字ブロック調査は、平成28年度から本年度まで4回にわたって行われています。
⚫ 歴代の学生スタッフの調査成果を、学内担当部署に共有し整備の参考にしていただいています。
⚫ 調査成果や要領を引き継ぐことで、経過が追えるようになり、定期点検も可能となっています。

実施年度 学内点字ブロック調査

平成28年度 第一回 調査

平成30年度 第二回 調査

令和２,３年度 第三回 調査

令和4年度 第四回 調査



スロープ調査

学内のスロープの位置や現状を把握するために吉田キャンパスで実施しました。学生スタッフはメジャー
を使用してスロープの幅を測ったり、実際に車椅子に乗ってスロープの使い勝手を確認したりしました。

調査項目

調査結果
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音声認識システム有効活用のための実証実験

吉田キャンパス63か所、71地点を調査！

バリアフリー法の基準に
使用感を組み合わせた
独自基準で評価してみたところ…

評価の高いA+Bが
全体の3分の２を占める結果に！

ほとんどのスロープは使いやすそう。
ただし、なかには工夫が必要な箇所も。

最近では、情報保障のために音声認識技術を活用する機会も増えてきましたが、音声認識
のみでは情報が不十分なこともあります。
⚫ オンライン授業を想定し、情報保障の向上につながる要素を検証しました。

• 情報量が増えると
理解度は向上

• 適切なタイミング
でのテーマやキー
ワードなどの視覚
情報の提示がポイ
ント



支援機器の整備、支援シミュレーションの実施

学生特別支援室では、さまざまなニーズに対応できるように多様な支援機器を整備しています。
学生スタッフはこれら機器の整備の手伝いと、機器の操作方法についてのマニュアル作成、使用のシ
ミュレーション等を行っています。

ロジャーペン

テーブル
マイクⅡ

タッチスクリーン
マイク

⚫ 補聴システムをはじめ、拡大読書器、
音声認識システム、車いすなどの機器
の整備も行っています。

⚫ 関連して支援のシミュレーションや、各
種マニュアル作成も行っています。

パスアラウンド
マイク

マニュアルの作成

支援シミュレーション

ロジャーペンの接続確認 IPtalkの連続接続確認

支援機器の整備 支援機器の例

山口大学 学生特別支援室（SSR）
メインオフィス：共通教育本館１階

TEL：０８３－９３３－５２５６
E-mail：shien@yamaguchi-u.ac.jp

＜協力＞令和4年度SSR学生スタッフ：
吉田（経済4年）、森岡（農４年）、浅田（教育3年）、近藤（農3年）、福原（人文３年）、藤井（人文3年）、中島（人文2年）、
稲村（教育3年）、大城（工3年）、藤井（経済1年）、松田（経済2年）、永榮（国際総合２年）、大島（国際総合4年）

本年度は、「SSR支援機器リスト」も
作成しました！

このNewsLetterは、山口大学基金の助成により作成されています
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